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明る＜ 活気に満ちた楽しい学校

ー自分の力を せいい っぱい出せ る子一

空から見た本校の学区

はじめに

本校の健康教育は 、 「いのちの貯さ 」を根幹に「心」

と 「体」の健康増進をめざしている 。た〈ましく生き

る力を育てるために 、子どもを取りまく条件を.:Jif,ji域

に分け、 「五つの健康づく り」を推し進めてきた。学

カ （アタマ）、気力 （ココロ）、体力 （カラダ）、生活（ク

ラシ ）、環橙 （マワリ ）づ〈 ＇）を軸とした教育活動の推

進である 。

この健康観に立ってどの領域でも 、 (-ども自らか考

え、計画し 、実践、反省する過程を大事に自主的、主

体的な学秤態度の育成を基本にすえた 、 —(- どもが躍動

する学校生活を目ざす。

どの子も目を糾かして集中してくるような授業づく

りを柱に 、自主マラソンや太賜を浴びて仲よく遊ぶ青

空タイム 、640名でi演技する全校表現、全校音楽集会、

父母や地域の人たちと生活や珠境を共に考える向腸健

康会議、自由研究の発表会など、活気のある楽しい学

'i'i'森県西沖軽／祁木造町立向I楊小学校

校長 小 杉 肇

校を創 り」ー．けようと努力している 。学校行・Fも、校風

創造という立場から‘常に I又省を加え 、創謡工夫をして

きたつもりである 。

1. 学校の概要

木造町は、村森県の西北部に位附し、七里長浜を有

する日本梅に面し、周囲には田園が広かっている 。当

学区は、木造町の南東にあり、商店街を形成しており、

町の中心部にあたる 。面柏は町全体の 3.8%にすぎな

いが人 Uは30%にも及ぶ。

本校は、 町の中心街より束方約 500m程離れたと こ

ろに位附し 中学校、高等学校と隣 り合わせの学園区に

ある 。町内16小学校のうち唯一の大規投校である 。昭

和57年に特殊教脊センター的役割として、「ことば」「き

こえ」「ここ ろ」の 3教室が新設されたが、教室不足の

ため 「ことば」 と 「きこえ」の教室は約 150m程離れ

た町教脊委員会に隣接して設甜されている 。

本校の健康教育は 、昭和54年から子どもの11!1Jに立 っ

た授業づ〈 りと全校表現集会を創り上げることを柏極

的にすすめ 、 「心身の充実した子どもの宥成」をめざ

してきた ことに始ま り、昭和59年県健康役良学校披1袋

秀校、よい歯の学校宜、昭和60年全日本健康俊良学校
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県代表校、緑化推進コンクール入'f筐序するに至った。

2. 教育目標と全体構造

知有、徳宥、体育の調和のとれた-(・どもの育成かね

らいであり、教脊目標具現化のためにJ"i!fiJI!しやすいよ

うに、 (-ども i象とし て構造的に表ホしている 。

心身の乱HUのとれた子ども9象rn,-it-:・(t,)

3. 

(1) 

五つの健康づくり

Jiつの他康づ〈りを枯盤とした健康教脊を全

教育活動に位附づけ、教育目標 「I'!分の力をせ

いい っは い出せる了」 にせまる 。

ふ佼牧l;oね,,.,,

自分の力をせいい っばい出せる子

数科

目分の聾頃は、自分の力で集さ上げる子

五つの饒康づくり

〇 鍵廉について理鱗、関心 を持ち、 積

極的に鍵康づく りを実践する子ども

の育成。

0 自主的ヽ 意改的な行動のとれる子ど

もの青成。

鍵 鍵建健鑢
康 康康庫 原
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生 環 心字体
活 墳情 翌づ
つつつづく
くく（くり
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I I I I I 
粍動的、主体的に活動をさせる·~としての字校づくり
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授業の充実 健康な学料づ〈り

一 人ひとりのイと，• もが学習課題にむか って創慈工夫

しなから邸欲的に取り組む 「生き生き学背」をめざし

て実践している 。教師か主材になり知識や技能を教え

込むのではな〈、イ• ども自らが求め、学び合う学科で

ある 。そのために、一人ひとりの子どもに 「1,,1陽っ子

ひとり歩きの学料法」を身につけ、ひとり学料かでき

るようにすると共に 、学習内容の定着、）＆礎的訓紬「は
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｀ 
自分の手や足で調べた「向腸 っ子研究発表会」

読因を通して学ぶ「みんなで読もう会」

（読書感愁文発表会）

(2) 逍徳教育の充実ー一飩康な心・h'i"づ〈リ

一人ひとりの子どもに 「人間杉鍬の精神」を身につ

けさせ、それを生涯に亘って生かす人間を脊成するた

め 、 その」.~盤としての道徳性を教育活動全体の場で養

うことを目標としている 。

本校では、学年、学級の枠をはすした全校児窟を24

の縦割班に編成し「仲よし班」 と名づけて消抽、躾団

遊び、製作活動を主体的に行わせている 。また、いつ

も歌声かあふれている学校であるように、教師、児窟

の大合II距が計画、実施されている 。更に 「一人一鉢」

「障吾児との交流会」を通して生命群重、思いやり、友

梢、信刺ii剥係が育つようにしている 。

心がふれあう「仲よしタイム」（全校たてわり班）

(3) みがき合う体脊、（剥建ー一健康な体づ くリ

一人ひとりの千どもか生涯に百って、心身の健康、

安全の保持妍進と体力の向上に努め、盟かな生活を営

む能力や態度を育成するために次のことを指心の直点

としている 。

●「自已の課辿の認識」→「動きの質を高める 」→ 「動き

の泊jまり （体力 ）を生活化」の課程による課迎解決

学苦をする ことによ って自己学閲力を翡める 。

● 「太賜をい っぱいあぴよう」を努力目標として、子ど

も達の自発性や自主性を重視し、運動は楽しいもの

だ、ということを実感させてい〈 。

●全校表現を，む欲的、創造的に進めることによ って学

級や学年ではできない 、共通の目標を追求させる過

程の中で体力を翡め、人間性を豊かにしてい〈 。
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昭和54年度 湘軽の子 吹古に l,けない向叫 っ—f

55 太 鼓 元気あふれる fl,[賜 っ チ

56 
岩木山 岩木山のような．やさし＼ヽた（ましい向賜 っ—(

58 

59 
ピーター 9 ンヽ 強〈て怪しいり）公あるピーターハンのような1叫i)賜 っ f

61 

夢の世界を創作した全校表現「ピーターパン」

●「自分の健康は自分で守る」ために、自分の出生から

病歴、成長状態を高校まで記録していける「健康手

帳」を活用していくことによ って健康に対する意識

を闇めていく 。

自分の健康は自分の手で

他康の歴史を綴る 「随康手帳」

(4) 基本的生活習慣の確立一~健康な生活つくり

一人ひとりの望ましい成長発達を図り、集団生活に

対応できる子どもを育成するために生活リズムの確立

に努めている 。その第一に 「あ いさつ」を取り上げ「あ

いさつの輪を広げよう」をテーマに学校、 地域か一体

とな って進めている 。第二に自分の生活を見直し、向

上させるために 「向陽 っ子のやく そく 」をつくり、全

日練 行 動 する.:. とがら

各
家族みんなて.rおはよ う..:.ざいます」 俳 1史
餅食は v)lっくり しっカリとる 兵後のは みがき

よ 右鋼をわさ 横断はたし力のて 父通 ＇少年 IH ... ,,, は全

で 先中 友遠．近所の人違 と元ムにあいさつ 「あいさつ凶料J

廊下 で魃h貨観店板に色板でfl分のrd!禎を は ー」 さりあ；，

t わす ,,,,a; 小'i'I"触1,1!111烈似

ま
敦室＊廊 Fのカ ーテン や窓のl:;J/11 ,,,,~ 小児航運常 f>ll会 運動 t,U会

で おはよ うマラ・Iン 児危保慧{,I/ 全 r 鮭 IJ餐観r.u~ 」

学刊浄傭 各係や各全U会とLてのf!.,. をする

朝 平年の歌 糾のスピー＋，， 保紅指11 { ✓ ョート）
会 係が学紐の慧頃状況の確t2 H 1/lから の連絡

'1' 1よっきり込事 はさはさ＾わ11 "'ff/中の・な勢
「 [i,)~小目の位沢/;; ャ―.J

fl 採光 通浸に 注1!

時休 廊下は右躙を J_li,く トイレにいき されいに r~介1う

1¥11み つぎの学打の中債i

夕汗 や年の枠をはずした JC'.ヽしな逍ひ lflltの後始＊
イ 忍nu 20分
ム空 運動後のffのしまつ 1二tたいは Lっ力 ＇）と

給
窓を開け グループづく ＇）をする

で1けんで手を洗 う ふ俎な服装 で能 •♦, よく化ぜん おはし給紅

食
放送を聞いて楽しい雰囲公で にI!し給貨

全校一斉に食後のはみがき 一 斉!J.みがき

,n 窓を開ける 仲良 L逍てft,1, を，I)'lU I'llない,1,船
伸Rし班ilt姉(I-6年た て割 ＇）班 ）

後始末 手洗いは しつ力 ＇）と
自わな¥> 走らなし、 しでがまな..

婦 逍ばない

の溌 今月の歌 各係や先中力 らの連絡怜＇｝ のスピー ＋

竪理竪栢 をし＊窓や．カーテ;,,を:Lめる
安全指導 (;.,ョート ）

会,,

! 各係や各委U全の仕4乃をする
向陽ヽ Jヽ，II.竃全

部活動 をする 用具の後始末 汗のしまつはさちんと

下 鰊凛観寮椒の色板を r婿 ＇）」にする

安全に注意して憫もする
向渇9卜鯖i,lill!t<板

校

rt:. t. ごしヽ まJ はは っさ＇）大さな )IIで

i 一人妙強 全校1'1jガ堺1
食卓は 家族そ ろってなこやか1..:

で 家族そ ろって内後のはみがさ （カード記人） 1,, 1 閣小家 ~rとみかさカード

rおやすみなさい」

一日は 心さわやか「おはよ う」から

教育活動に亘っ て実行できるように努めている 。

(5) 潤いのある環境 他康な環境づくリ

子どもの心を ゆり動かし、やる気を起こさせ、学校

生活をより豊かなものにするため、次の 3点を中心的

な考えにすえて、手づくりによる 「健康づ〈りに役立

つ環境」をめざして取り組んでいる 。

●教師と児童が創意工夫して、共働きによる体験を通

してより健康的な環境づくりをする 。

●父母や地域の理解と協力のもとに、快適な学習環境

や体力づくりなど、児童か活動しやすく豊かな人間
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ワクワクしなから登校する環培づくりを自分たちで

冬はスキーの季節 自分たちのスキーを廊下に整とん

づ〈 りに役立つ環境づ〈 りをする 。

●諸検杏を活用し、児童にも即境衛生に対する関心を

高めるとともに、よい習11'tを身につけさせる環境づ

くりをする 。

4. 心身障害児の教育

本校の特殊学級は、精神薄弱特殊学級（日向学級）、

・I祖者1障害学級 （こころ ）、言語1旅害学級 （ことは）、

難聡学級（き こえ ）、の四つの教室で構成され、［第害

児を総合的な視野に立って治療教育が出米る 。西津軽

郡内 3町 5ヶ村全域から幼児、児窟、生徒か 「教育相

談及び通級指砕」 という形で米室し、郡内障む児教育

のセンター的役割を果たしている 。

通級指材では、障吾児に対する能力、適•性をいかす

教育の実践をめざす個別の指砕は勿論のこと、学校全

体の活動のなかで健常児との交流を図 っている「全校

朝会、仲よし班清揺、仲よしタイム、全校表現活動、

百空給食、部活動」等障害児と健常児が同一の場で学

校生活を営み、相互理解かなされている 。

きめこまかな指達のされる日向学級（特殊学級）

5. 向陽健康会議から地域へ

本校では、各柚保健委貝会との名称的混同をさける

意味と、体、生活、学習等から広〈議題を取り上げて

いくことから 「向拗健康会議」 としている 。年 3回の

開催を原!!I]としているか弾力的に運営している 。

噂陽健康会議」では 、単なる討議に終わることなく

実践に結びつ〈ことに巫．点をおいているため、 PTAは

もちろん地域住民の深い理解と協力が必要である 。そ

のために叩JI楊健康会議」から学校通信 「すこやか」

の紐月発行、 「保健室だより 」、PTA保健委且会発行

の 「けんこうたより 」、PTA広報の 「向陽」、 「児猷

会だより 」その他学年、学級通信等によ って活発な啓

蒙活動をしている 。

なお、学区内の10班編成の子ども会育成会の代表か

会議に加わり、地域での実践的組織として活躍している 。

おわりに

今、学校は大きく盛り上かり、 「明る〈、ねばり強

く、たくましい子」 に成長しつつあり、 「自分の力を

せいい っぱい出せる子」 （教育目標）に育 っているこ

との証である 。640名て演技する全校表現、音楽艇会で

の索哨らしい合唱力。常に歌声かあり 、躍動がある 。

職員の窓欲と指森力、それに呼応する父母、地域社会

の情しまぬ埋解と協力によ って学校は創られつつある 。

特に本校は、昭和25年以来、度々、郡、県の健康俊良

学校に選ばれ、伝統として息づいているようだ。

私は、受け継かれた、この火を一層充実させ、確か

なものへ燃えあがらせる重大な使命を持っている 。

新たに伸びる子どもたちの姿を励みとして大きな歩

みを続けていきたいと思う 。
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生き生きとした 石相 っ子

た〈ましいからだ 豊かな心

強い意志をもつ子どもの育成

自然豊かな石相小学校

1. はじめに

今日、学校に求められているものは、活力と創造性、

そして翌かな人間性とふれあいを回復してい〈ことで

ある 。

教脊は人間を全体的に育てる仕＇ドである 。-(-どもは

常にその生体が全体的に発達してい〈過作にあり、チ

どもの有ちは早過ぎても遅くても問題がある 。育つべ

きときに育つべき ものを、育てる実践こそ今日 の教育

の課題である 。 しかし、現代の社会は複雑で動きも急

テンポで子どもの遊びや生活リズム、家庭生活や食生

活に変化を及ぽし 、子どもの体牲にまでその彩神を与

えつつある 。千どもの弱さは 、社会の不健康さ、おと

なの不健康さか反映しているのではないかとさえ思わ

れる 。

2. 地域・学校の概要

赤坂町は岡山県東南部に位附し、人口約5700人、約

60%が山林原野の農村である 。地形的には町の中北部

は丘陵台地からなり 、南部は Ill沿いに平J-11.地か開けて

岡山県亦りや1祁赤坂町立イi相小学校

校長 井原 仁

しヽる 。石相小学校は町の南部の平野部を学悩として い

る。

岡山市のペ ッ ドタウン化は隣町まで及んでいるが、

この町にはまだ彩開はみ られない。本校は、緑の山、

泊らかな川、平野のある自然翌かな 中に、今どきめず

らしい木造乎届建て校舎である 。

3. 健康教育取り組みの概要

(l) ~ ゞ 校健康教育の考え方

本校では、健康教育を学校教育で行う児常の現在及

び、1守米についての、心身の健康の保持妍進のためのす

べての活動と考えている 。 したかって、 各教科 ・逍徳・

特別活動及び課外活動等すべてが健康教有の対象であ

る。

(2) 経酋）］針と教育目標

本校では 、学校での健康教脊を守り の保健でなく 、

攻めの他康づ〈りへと進めることを．立図して、経営方

針、教育目標、教師の姿勢を関連づけなから端的で鮮

明なことはで児窟像をつくり、職員の共辿則解と家庭・

地域への理解と協力を進めてきた。
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0経営方針

生き生きとした 積極性ある校風づ〈り

（級風）

0教育目標

心豊かで生き生きとした たくましい石相

の子どもを育成する

0教師の姿勢

生き生きとした 子ども づ〈 りのために燃

える教師になろう

0児童像

生き生きとした 石相っチ（生きの よい子）

考えた。そこで、自然との接触をはじめ、そ のかかわ

りを栢極的に教育活動に生かしていこうとした。そこ

に、心も体も健康な生きのよい子ども の育成ができる

ものと考えた。

4. 特徴的な教育活動

(1) 体力づく り……すすんで取り組む体力づく り

（ア） 自然の中で自然の姿で体力づく リ

児童は登校後、スポーツ着にきかえる 。 自然の中の

木造校舎ということもあり 、年間を通してはだし ・は

だか （う す着）の生活を、各自か体調にあわせて努力

することをすすめる 。

(3) 健康教育に取り組んだ動機

現在の児童の実態や教育に対する社会の要請から、

本校の教育を見直してみることは肝要なことであると

考えた。

児童の実態から

• 朝からあ〈び

• 朝会時などうずくま ったり、倒れたり、保健室べ

ッ ドが満杯傾向

・つまずいて骨折する

• 土ふまずの形成が悪い

・室内にとどまる児童か多い

・運動場での歓声が弱い など

(4) 実践の構想

牒村の児童は、豊かな自然環境からもともと野性味

のある子どもたちのはすである 。そこで、恵まれた自

然を生かし活用した暮しや活動を採り入れ、そこから

教育目標を達成しようとした。具体的には、

・はだし、はだか （うす着）の学校生活の奨励

• 石合山を活用した健康づくり

・遊びの生活化

• 生活 リズムの定着

・地域をはりおこし、その結果が学校へはね返 って

くるような保渡者 ・PTA・地域連携

など、地域に根づいた健康教育をめざす

（全体構想図参照）

現在の教育課題は実に多い。むし歯 ・視カ ・肥満な

ど身体的なものや、登校拒否など非社会的行動、いじ

め ・暴力などを頂点とする反社会的行動など心の問題

が大きく提起されている 。本校では、こうした問題は

「児童の自然（広い意味）との接触体験の減少や身体

的活動の不足」が大きく影閤しているのではないかと

＇ 
体力づ くり （石相のはだかんぽたち ）

. ..., , 出

. , .. .... 

ジら？， 口 H/1

（
元
気
に
は
だ
し

・
ば
だ
か
の
運
動
会

体

力

づ

く

り

．
 

（イ） 自然や遊具を使った体力づくり

〇 コケコ ッコータイム （業前運動）

はだし ・はだか （う す着）の業前運動は体も頭もす

っきりとして一 日をはじめることかできると考えた。
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研究の全体構想図

教育目標
児窟の実態

心豊かで生き生き
地域の実態

• 明る＜索直、あいさつも ・核家族化が進んでいる 。

よ〈できる。 ＇ ＇ ・共稼ぎが多い。

・体位、体力とも劣る。
としたた〈ましい

・教有に対する1刈心は強い。

．がまん強さ根気に乏しい。 石相の子どもを育 ・PTA活動も活発である。

．困難なことに出会うとく
成する 。

・社会幅祉施設 （天心寮）

じけ易い。 がある 。

・協力、連帯感が消い。

・けがや竹折が多い。

・基本的生活や/tftが十分身

についていない。

（め ざ す ＋ ど も 像）

（研究主題） たくましいからだ、豊かな心 ・強い寇志をもつ子どもの育成

すこやかな体

・
学
校
保
健
委
員
会

•

P
T

A

活
動

・
機
閣
誌
石
相
保
健
だ
よ
り

・
部
落
子
供
会

•

青
少
年
団
体

・
は
だ
し
・
は
だ
か
の
く
ら
し

・
保
健
学
習
・指
導

・
健
康
良
習
慣
づ
く
り

・
教
科
体
育
の
充
実

•

石
合
山
の
活
用

・
業
前
・業
間
運
動

・
遊
び
の
生
活
化
一
輪
車

・
学
校
・学
級
づ
く
り

・
道
徳
的
実
践
力

・
児
童
の
活
動
の
活
発
化

・
児
童
が
つ
く
る
環
境

•

お
は
よ
う
当
番

•

新
採
用
教
員
の
育
成

・
校
内
研
修
の
充
実

一
人
年
二
回
の
研
究
授
業

・
研
修
の
ま
と
め

・
足
洗
場
手
洗
場
の
増
設

•

石
合
山

の
充
実

・
保
健
施
設
の
充
実

（歯
み
が
き
ボ
ッ
ク
ス

健
康
観
察
板
な
ど

・
手
つ
く
り
遊
具

学 級 づ． ‘,‘、
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体力づ〈り （フラフープ名人）

S>) 

〇 生き生きタイム （業間運動）

山 ・坂 ・樹木を活かした石合山健康コース、遊具を

利用したサーキ ットコース、おにこっこ、雨天時は石

相ストレ ッチ体操を交代で実施する 。

I勺,, 入 'I

0 自由タイム （業後時1甘])

みんな仲よ〈遊具を使って自由遊びをする 。

(2) 酋 '1ftづくり•…• • 自分たちの健康は自分たちで

〇 学校における習慨づ〈り

・ 学級指~4 、保健学習では目 ・ 歯 · 姿勢 ・かぜの予

防を重点項目として指砕する 。

・習肌づくりとしてくらしのカードによる反省、 5

つの生活目標の徹底、よい子の姿勢など学年で約

束項目をつくり実践をすすめる 。

〇 家庭における習慣づくり

コケコ ッコー運動をすすめ、個人の目標も項目にい

れたコケコ ッコーカードにより点検し、生活リズムを

体力づくり （石合山健康コースで体力づくり ）

料tl'tづ〈 り（字を書くときは30cm)

習11'tづくり （背すじをのばしてよいしせい ）

背・Inづ〈り （冬でも薄着でかんばる子）
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正梢なものにし、活力ある一fども を育てよう とした。

〇 疾病異常とその対策

・う歯 年 3回の検診で、う歯治療100%をめさし 、

視在は定沿し ている 。

• 土ふますの形成

II/H1159'1'5 I I O o > 

1,,: Iう（） 膨蟻
昭和59年 10/1IOo) 昭和60年 6JI 1'• 』 li//;1160年 9>I 0o > 

ニ亡口
2'f I 53_,; 膠’

,'" I'.1,.5膨囀

1年 I!;8., 闘

5'1・ 1 "・ ~ ~ 躙

12.9 6 

I "10 I 
I 1110 I 
I JOO I 
I I。。 1

,,,, ・ロ ニ亡亡
16.7 

叫 苅 W~I "' □ I 87.5員I叩 2 I 
12.'> ll.S 

亡 1・.踏ますの形成ができ て＼ヽ る 芦召 偏・ド）E

5. 地域連携

地域辿携は単なる手つな ぎではない。学校か地域を

はりたがやし 、地域か燃えて活動し、その結呆力河'.ど

もへはね返 ってくるものでなけれはならないと考えて

尖践している 。その結果、活動の内容か次第に広かリ、

万いに関連し あい地域 ぐるみで質か裔ま っている 。

(1) PTAとの連携

学校保健委1[会から地域活動への一例（おやつ作リ ）

(2) 部浴 PTA ( イ•（共会 ） の活動

〇 部落での特徴ある活動

・少年消防クラプ ・緑の少年隊

・ミニ図掛館 ・クリーン作戦等

(3) 1i合山活用など、各種地域の団体と札1互に辿携活

動をすすめている 。

6. おわりに

私たちは、学校らしい学校で児甑か生き生きと活動

し、しかも頑張る力、たえる力を備えながら、自已の

生活管理能力を養 う ことか、知• 徳 ・体の調和の とれ

た人間づく りにつなかると考えている 。

したかって、牛が別 なことを特別にしたのではなく 、

当たりまえ のこと、どこでもしなければな らないこと

をii立底しようと努めた つも ＇）であ る。そうしたなかで、

各力面iから 「子ど もか生 き生きしてき た」、「勢いかあ

る」 といわれるまでに変谷してきた。これか らも、学

校が先心的役，1/1]を果たしながら 、深化拡大の実践をす

すめたい。

、Lヽ

づ＾
くチ
り ャ

誓

翌

参観IIのふ,ii!会）サヘfつく ,,
おやつ守の1.,、,,.よひかけ

j也此妬也i扮(Ii少111クリーン作戦） 心づ〈 り（ほ〈らかきめたおはよう当番）
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愛知県北設楽郡津具村立津具小学校

正面玄関と全校児童 ・職員 校長八杉健

人間性豊かな「たくましい津具っ子」 の育成

子ども一人一人か生涯にわたって

健康に対する自己教育力を

1. はじめに

(1) 校区の概要

本村は、愛知県の北東端にある 。村の面栢の88%は

山林で、村の周囲には高さ 1000m級の山々 が連なって

いる 。集落は、海抜 650m前後の盆地にある 。

昨年の国勢調査では、村の人口 2035人、 14歳以下の

人口 334人、 65歳以上の人口 480人であり、愛知県内

で老年人口指数が最も高い村である 。

最近では、高冷地という立地条件を生かした夏秋ト

マト、ナスなどの果菜類、シクラメンに代表される花

き類の栽培がかなり盛んにな ってきている。

(2) 児童の実態

児童の家庭状況で、特徴的な面は、

0 中学生以下の子どもかいる 180世帯のうち、三世

代世帯数は72%

0 本校児童の保護者世帯数78戸のうち、母親が就労

しているのは41世帯。

身につける指埠をめざして

0 かぎっ子は 5世帯である 。しかし、夕食時には、

はとんど家族全員かそろう 。

児童数は 130名で、 7学級である 。豊かな自然に恵

まれた環境は、純真で素朴な児童を育む反面、社会性

や梢極性に欠ける児童も多い。

2. 本校のめざす健康教育

本年度の重点努力目標

0 人や自然とのふれあいを大切にして、信頼と敬愛

を基盤にした心温まる学級づくりをめざし、一人一

人の個性と能力の伸長を図る 。

〇 児童か生涯にわた って、常に学習する態度を身に

つけるよう、 「一人学び」を 中心とした、問題解決

学習の研究と実践を進める 。

〇 児童一人一人が生涯にわた って、自己の体力づく

りと健康、安全の保持、増進のため目標を持ち、目

標達成のために力い っぱいやりぬく態度を育てる。



13

3. 研究推進のための構想

木校の教ftlJ襟

~, ・地・体の曲fflのと れた人間性内かな「たくましい:It!↓つ i-」のffl戊

ロ巴回—―口各
↓ ↓ ↓

 教H

（-どものrちえをflてる,;,r,動の中核,,りな

場 として ． 『・人学ぴ』を ）,しに問題糾決../cM 

を進める。 fl分の 月えをもち、問題追水する

ことによ って、個!1'((.JI戊JIを図る。1ヤjc((.J認

溢"は、内1(1i(内動悽づけに父えらllて、 i立と

して ここでfllli.される。 rからだをつくる」

沿動は、こ こでの学び};を I・分に'('かして＼．

る。

1-rn;.r,,1, 
茫．し、やりと述-:;:-を，，ざし. f< i'.11',J · fill•. 的
ない~;,r; ,IJ を if う 。 i・どもがめあてをも って

; ,r;,JJ に取 •JIIIJ,, fl>iたらで成しとげた＃ぴ

を味わえるようにする。

(1) 一人一人に自己意識を裔める 「健康目標」の

樹立 と、その実践の 「生活ノート 」

ア 「健康目標」に対する研究構想

児窟は、ただ単に 「健康目標」に取り組むだけ

ではなく、取り組みの過程で、 習・IJ't形成を図 った

り、継続するための忍耐力を培っ たりする 。また、

取り組みの中で、新しい課題を発見したり追求す

るなど、発展的なね らいを持っている 。

取り組みの様子を、 「津具っ子タイム」や、朝

の会での 1分間スピーチで発表している 。児童は、

友だちの発表を聞き、 自らのやる 気を起こしてい

る。

イ 「健康目標」の分類と主な取り組み

教帥は、 一人一人の児猷についての 「健康目標

個人カルテ」を 作成し、個別指＃の支桜をし、指

柑記録を残している 。

＜昭和61年度「健康 目標」分類〉

ゆとりの,.,1:11
できるだけ tくの体験をさせることにより

(・ としの 見）j_ 仔え）iが多1l1il1りに1ぶがり，りl

) J 的な佃t1•の伸1,が図れるようにする。から

だを ;,i して •'j,は＇せ、fl然やH会に).fする 太IX

な；；；1と/Jを身につけさせる。

破での具1-1'的な取 り叩lみ G四□— I i さしすせ這Ii II 
I 児 1/,. l~I建委 ll会を 'i' ·L・として ）

教師.父/1/の (どもに対する父援・

4. 主な実践内容

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合 計

歯 11 2 4 6 5 

゜
28 

目

゜゚
3 5 2 3 13 

姿 少ブ丸J 4 5 4 2 6 ， 30 
生活 リズム 3 1 2 5 1 4 16 

食 生活 2 

゜
6 1 3 

゜
12 

体力づ〈 リ 3 3 3 2 4 2 17 

＂り潔 ・かぜ 2 I 3 

゜
4 

゜
10 

、Lヽ 1 1 

゜゚ ゜
4 6 

合 計・ 26 13 25 21 25 22 132 

＂学的健1兵 t,1~, を知 '/',)折

・ ・パ級指祁 • I~隧Iごより • "il'.'IIX による念新

また、児童自身も、低学年では 3項目、 高学年

では、 5項目のチ ェッ ク項目を決め、自 己評価を

している 。

鉗日の実践の様子は、 「生活ノート 」に記録さ

れ、父母や教師による指遅や助言を受けている 。

地lメ：・m保随 委il仝
・ 随 1兵診断t•;~ . i祖仕l/11',

・速'-"づくり状況船＇；

・個別指；9

・親からかI• し/I',のあ った 行

• Ill. f f よ ' 1 1/<l!iのあ っ と 名

・随I.I-ii・.問題のある r,・

iii!. ぐるみの'Ji践
~ ．腱IJ-i づくりの指•!l. l~ /」 はス

•lll! Iぷ ti渭切?校への代1代 If

” 中の'l'i,';指;4 [援
全校児童の「健康目標」
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ウ 生活を見つめる「生活ノート」

「生活ノート 」のねらいには 、

〇 基本的生活習慣を形成し、生活リズムの確立

を図る 。

0 「健康目標」への取 り組みを振り返らせるこ

とにより、自らの健康管理 • 他康づくりのでき

る児童を育てる 。

〇 身辺事象を見つめ、生活を切り開き 、よりよ

くしていこうとする心の健康を育てる 。

記述の仕方や評価の仕方は、学年ごとに異なるが、

どの学年の「生活ノート」にも、基本的生活習慣の形

成、 「健康目標」への取り組みの様子、心を育てる生

活作文の、 3つの内容で構成されている 。

児童は、毎日の自分の生活を振り返り、 「生活ノー

ト」への記入をとおして、一日を反省する 。そして、

親 ・教師の朱書きによる個別指導や援助を受け、健康

生活への努力を続けている 。

(2) 生活体験を豊かにする 「津具っ子タイム」

ゆとりの時間の中で年間35時間を、生活体験活動と

して、全校態勢で行う 。

ア 健康づくり活動

年間11時間で、 「健康目標」の樹立や、取り組みの

様子、児童の研究成果などを発表し、意見交換を行っ

ている 。全校児童で行う場合と、上、下学年部会とに

分けて行う場合とがある 。

「健康目標」発表会

イ 心をみがく活動

「津具っ子の森」を利用し ての自然探索や音楽会、

マーチングバンドのノヽレード

読魯会を行っている 。高学年児童で、マーチングバン

ドを編成し、その活動にも力を入れている 。

ウ 研究発表会

長期休業などで、自 由研究をしたことを発表する会

である 。内容は、健康教育に閾するもの、体や食生活

など、多方面にわた っている 。

児童の研究発表会

9、,,まるまる

(3) 「10 0運動」 と 「さしすせそ運動」

昭和58年度の本校児童の疾病第 1位は虫油、第 2位

は視力異常であり、また、年間を通じて、全校児童の

皆出席日が月に 2- 3日ぐらいであ った。

1 """背すじをま っすぐにする。

0 """欠席を 0にする 。

0 ...... 虫歯を 0にする 。

この実態を改善するために、月別強調項目を決め、
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全校児童に実行させている 。この運動の展開により、

姿勢を正し〈しようとする意識を高めたり 、欠席 0を

めざしたり、歯みがきやうかいに力を入れる児窟か妍

えた。

また、 「さしすせそ運動」は、健康を保ち、食生活

を改善し、丈夫な体をつ〈る運動として、昨年 4月か

ら取り組んでいる 。

さ •• • •••砂糖をひかえめにする 。

し • • ••••塩分をひかえめにする 。

す・・....好き鎌いをなくす。

せ ・ ・ ・• •節食で腹八分目を守る 。

そ・・・…即席食品の取り過ぎに注窓する 。

この二大運動は、学校保健委貝や児童保健委員会が

中心にな って、村全体への浸透を図 っている 。各項目

の強調月間を設定して、児童の手によるポスター、養

護教諭による保健だより、栄養職員によるさしすせそ

新聞、強調項目を入れた 「10 0、さしすせそカレン

ダー」の配布、無線放送による 二大運動の紹介を行い

運動を展開している 。

IO 

1s. _ 19. 20 I 11 

15 1 16 . 11 I 1s 

北譴楽郡津具村立津具小学校

(4) 盟かな心と体をはぐくむ 「津具っ子の森」

学校前にある私有林約 5haを借りて昨年度から 「津

具 っ子の森」を造成し始めた。スギやヒノキの人工林

の中に 1kmの自然観察 コースと体力づくりコース、高

さ9111と7Illの展望台 2砧、教科学習にも使える音楽

広場と造形広場などを作った。

「津具っ子の森」での活動は、ゆとりの時間、学級

活動、児笥会活動、教科学背などで、利用している 。

「w具っ チの森」の泊揺

5. おわりに

本校の健康教育の実践は 4年目を迎えた。一村一校

という恵まれた環境の中で、健康教育をとおして 、家

庭や地域社会との結びつきは着実に強まり 、成果をあ

げつつある 。児童の諸活動も日常生活の中に定箔し 、

充実した日々を過ごしている 。

すぺての生活の源は 、健康な心 と体にある 。生涯を

通じて、健康保持と妍進のために 、学校と家庭と 地域

社会との連携をますます密にして 、しかも一体となっ

て、 「本校なりの健康教育」を進めたい。真の成果は 、

今後の研究と実践の累柏と継続にあると考え、精進し

たし‘。



昭和61年度 全日本健康優良学校

大規模の部 (19学級以上）

全国特別優秀校

全国優秀校

全国俊秀校

全国優秀校

全国優秀校

青森県西津軽郡木造町立向陽小学校

福島県福島市立福島第三小学校

富山県富山市立奥田小学校

愛知県渥美郡田原町立田原中部小学校

栃木県河内郡河内町立田原小学校

中規模の部 (7-18学級）

全国特別優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国俊秀校

岡山県赤磐郡赤坂町立石相小学校

愛媛県伊予郡砥部町立宮内小学校

香川県観音寺市立高室小学校

富山県富山市立五番町小学校

長崎県南高来郡国見町立神代小学校

小規模の部

全国特別優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

(6学級以下）

愛知県北設楽郡津具村立津具小学校

新潟県中頸城郡三和村立上杉小学校

熊本県熊本市立松尾西小学校

静岡県浜松市立都田南小学校

山口県玖珂郡錦町立深須小学校
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